
一

は
じ
め
に

日
本
語
に
お
け
る
条
件
表
現
研
究
で
は
、
基
本
条
件
形
式
が
複
数
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
使
い
分
け
の
実
態
を
調
査
し
記
述
す
る
研
究
が
多
く
見
ら
れ

る
。
日
本
語
教
育
に
お
い
て
も
、
条
件
表
現
の
複
雑
な
使
い
分
け
の
実
態
を

踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に
教
え
て
い
く
か
、
提
出
順
序
や
教
授
方
法
に
関
心
が

置
か
れ
る
（
蓮
沼
・
有
田
・
前
田
二
〇
〇
一
、
庵
二
〇
一
七
、
前
田
二
〇
二

〇
な
ど
）。

こ
の
よ
う
に
複
数
の
表
現
形
式
を
巧
み
に
使
い
分
け
て
い
る
日
本
語
母
語

話
者
は
、
基
本
条
件
表
現
が
一
つ
で
あ
る
よ
う
な
言
語
を
学
習
す
る
過
程

で
、
条
件
表
現
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な

問
題
意
識
の
下
、
本
稿
で
は
、
基
本
条
件
表
現
形
式
がsi

一
形
式
で
あ
る

ス
ペ
イ
ン
語
の
学
習
者
コ
ー
パ
ス
を
用
い
て
、
日
本
語
母
語
話
者
の
使
用
実

態
を
調
査
し
、
日
本
語
母
語
話
者
のsi

の
使
用
傾
向
を
明
ら
か
に
し
、
そ

の
背
後
に
あ
る
要
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
次
節
で
日
本
語
と
ス
ペ
イ
ン
語

の
条
件
表
現
を
概
観
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
の
基
本
条
件
形
式
に
共
通
す
る

用
法
と
そ
う
で
な
い
用
法
を
確
認
す
る
。
三
節
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
学
習
者
コ

ー
パ
ス
の
第
一
言
語
（L

1

）
が
日
本
語
で
あ
る
学
習
者
の
デ
ー
タ
を
対
象

にsi

条
件
形
式
の
使
用
実
態
を
調
査
し
た
結
果
を
述
べ
る
。
四
節
で
調
査

結
果
を
考
察
す
る
が
、
そ
の
際
、
ス
ペ
イ
ン
語
母
語
話
者
が
ブ
ロ
グ
上
で
用

い
たsi

条
件
形
式
の
使
用
実
態
の
調
査
結
果
を
比
較
対
象
と
す
る
。
五
節

で
ま
と
め
る
。二

日
本
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
条
件
表
現
概
観

二
・
一

日
本
語
の
基
本
条
件
形
式
と
主
な
用
法

日
本
語
（
現
代
標
準
語
）
は
条
件
を
表
す
基
本
的
な
形
式
が
複
数
あ
る
。

動
詞
「
書
く
（kak-u

）」
を
例
に
す
る
と
、「
書
け
ば
（kak-eba

）」（＝
バ
）、「
書
い
た
ら
（kai-tara

）」（＝

タ
ラ
）、「
書
く
と
（kak-u-to

）」（＝

ト
）、
そ
し
て
「
書
く
な
ら
（kak-u＝

nara

）／
書
い
た
な
ら
（kai-ta＝

日
本
語
母
語
話
者
に
よ
る

ス
ペ
イ
ン
語si

条
件
文
の
使
用
と
文
脈
依
存
性

有

田

節

子
二
五



nara
）」（＝

ナ
ラ
）
の
四
形
式
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ナ
ラ
の
み
が
時
制
の
対

立
（-u
形
と-ta

形
）
の
あ
る
節
を
と
る
。

こ
れ
ら
四
形
式
に
共
通
す
る
の
は
、
あ
る
事
態
が
現
在
ま
た
は
未
来
に
実

現
し
た
と
仮
定
し
て
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
か
を
予
測
し
て

述
べ
る
よ
う
な
用
法
で
あ
る
。
こ
れ
を
予
測
的
条
件
用
法
（
Ⅰ
）
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。
後
述
の
（
一
）
の
よ
う
な
文
が
典
型
例
で
あ
る
。
主
節
に
対
話

相
手
へ
の
行
動
要
請
（
命
令
や
依
頼
）
が
表
さ
れ
る
場
合
、（
二
）
の
よ
う

に
ト
が
使
わ
れ
ず
、
バ
が
使
わ
れ
に
く
く
な
る
。
こ
れ
を
予
測
的
条
件
用
法

（
Ⅱ
）
と
呼
ん
で
お
く
。
現
在
や
過
去
の
事
実
に
反
す
る
こ
と
を
起
こ
っ
た

と
仮
定
す
る
（
三
）
の
よ
う
な
文
を
反
事
実
的
条
件
用
法
と
呼
ぶ
。
こ
れ
に

は
ト
の
み
が
使
わ
れ
な
い
。
条
件
節
事
態
が
成
立
し
た
場
合
に
主
節
の
事
態

が
法
則
的
ま
た
は
習
慣
的
に
成
立
す
る
よ
う
な
関
係
を
表
す
（
四
）
の
よ
う

な
文
を
総
称
的
条
件
用
法
と
呼
ぶ
。
ト
や
バ
が
使
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
実
現

す
る
か
ど
う
か
が
発
話
の
時
点
で
定
ま
っ
て
い
る
事
態
（
通
常
は
現
在
ま
た

は
過
去
の
事
態
で
、
ま
れ
に
未
来
の
事
態
で
も
実
現
ま
た
未
実
現
が
見
込
ま

れ
る
事
態
）
に
つ
い
て
そ
れ
が
成
立
し
た
場
合
を
仮
定
し
て
判
断
や
心
的
態

度
を
述
べ
る
よ
う
な
文
を
認
識
的
条
件
用
法
と
呼
ぶ
。（
五
）（
六
）
の
よ
う

に
、
主
に
ナ
ラ
が
使
わ
れ
る
。
仮
定
条
件
を
表
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
条
件

節
も
主
節
も
事
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
条
件
形
式
で
あ
ら

わ
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
事
実
的
条
件
用
法
と
呼
ぶ
。（
七
）
の
よ
う
に

ト
、
タ
ラ
が
使
わ
れ
る
（
前
田
二
〇
〇
九
、
有
田
二
〇
一
七
な
ど
の
分
類
参

照
）。

（
一
）
明
日
雨
が
｛
降
る
と
／
降
れ
ば
／
降
っ
た
ら
／
降
っ
た
な
ら
｝
試
合

は
中
止
さ
れ
る
（
だ
ろ
う
・
か
も
し
れ
な
い
）。

（
二
）
明
日
雨
が
｛
＊

降
る
と
／
？
降
れ
ば
／
降
っ
た
ら
／
降
っ
た
な
ら
｝

試
合
は
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

（
三
）
昨
日
雨
が
｛
＊

降
っ
て
い
な
い
と
／
降
っ
て
い
な
け
れ
ば
／
降
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
／
降
っ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
｝
試
合
が
お
こ
な
わ
れ

た
だ
ろ
う
に
。

（
四
）
雨
が
｛
降
る
と
／
降
れ
ば
｝
試
合
は
中
止
に
な
る
。

（
五
）
昨
日
雨
が
降
っ
た
（
の
）
な
ら
試
合
は
中
止
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

（
六
）
天
気
予
報
が
い
う
よ
う
に
明
日
台
風
が
上
陸
す
る
（
の
）
な
ら
、
今

日
の
う
ち
に
出
発
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

（
七
）
教
室
に
｛
入
る
と
／
入
っ
た
ら
｝
数
人
の
学
生
が
黒
板
の
前
に
立
っ

て
い
た
。

そ
の
他
に
、
条
件
節
が
主
節
の
発
言
の
前
置
き
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
表

現
（「
考
え
て
み
る
と
、
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
か
自
分
で
も
わ
か
ら

な
い
」）
や
、
文
法
的
に
は
接
続
詞
と
同
等
と
み
な
さ
れ
る
表
現
（「
そ
う
す

る
と
」
な
ど
）、
モ
ダ
リ
テ
ィ
助
動
詞
と
し
て
文
法
化
し
た
と
み
な
さ
れ
る

表
現
（「
今
日
は
早
く
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）
な
ど
周
辺
的
な
用
法
が

あ
る
。

二
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二
・
二

ス
ペ
イ
ン
語
のsi

条
件
形
式
の
主
な
用
法

二
・
二
・
一

ス
ペ
イ
ン
語
の
文
構
造
の
概
観

ス
ペ
イ
ン
語
の
条
件
表
現
の
検
討
に
入
る
前
に
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
文
の
構

造
的
特
徴
に
つ
い
て
、
本
稿
の
議
論
に
直
接
関
係
す
る
こ
と
に
絞
っ
て
簡
単

に
見
て
お
く
。

ス
ペ
イ
ン
語
の
特
徴
の
一
つ
は
、
福
嶌
（
二
〇
一
九
）
に
も
あ
る
よ
う

に
、
動
詞
屈
折
体
系
が
豊
か
な
点
で
あ
る
。
動
詞
に
は
直
説
法
、
接
続
法
、

命
令
法
の
三
つ
の
叙
法
が
あ
り
、
直
説
法
と
接
続
法
で
は
、
主
語
の
人
称
・

数
に
よ
っ
て
一
つ
の
時
制
に
六
つ
の
形
（
一
人
称
単
数
・
複
数
、
二
人
称
単

数
・
複
数
、
三
人
称
単
数
・
複
数
）
が
あ
る
。

主
語
は
し
ば
し
ば
省
略
さ
れ
、
ま
た
、
主
語
が
現
れ
る
場
合
、
主
語
＋
動

詞
の
順
番
が
基
本
だ
が
、
主
語
が
聞
き
手
に
と
っ
て
新
し
い
情
報
の
場
合
、

主
語
が
動
詞
の
後
ろ
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
「
主
語
の
位
置
は
『
は
な
し
の

伝
え
方
』
に
よ
っ
て
変
化
す
る
」（
上
田
編
（
二
〇
一
一
）
三
六
〇
頁
）。

（
八
）Soy

estudiante.

（
私
は
学
生
で
す
│
主
語
の
「
私
」
が
省
略
さ
れ
て

い
る
）

（
九
）a.

Elbanco
está

alfinalde
esta

calle.

（
銀
行
は
こ
の
通
り
の
突

き
当
た
り
に
あ
り
ま
す
）

b.
M
urió

olvidado
y
pobre

elque
un
tiem

po
fue

fam
osísim

o
poeta.

（
か
つ
て
は
非
常
に
有
名
な
詩
人
だ
っ
た
彼
は
忘
れ
去
ら

れ
困
窮
の
中
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。）（
以
上
、
上
田
編
（
二
〇

一
一
）
三
五
七
頁
）

副
詞
節
は
、
節
頭
に
副
詞
節
を
導
く
接
続
形
式
が
現
れ
る
。
副
詞
節
は
主

節
に
先
行
す
る
場
合
も
後
続
す
る
場
合
も
あ
る
。（
十
）（
十
一
）
にcuan-

do

に
よ
っ
て
導
か
れ
る
時
間
節
が
主
節
の
前
に
現
れ
る
場
合
と
後
に
現
れ

る
場
合
を
示
す
。

（
十
）

El
m
es
pasado,

cuando
cum

plió
sesenta

años,
le
prepararon

una
sorpresa.

（
先
月
、
彼
が
六
〇
歳
に
な
っ
た
と
き
、
彼
ら
は
彼

に
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
用
意
し
た
。）

（
十
一
）Ven

a
buscarm

e
cuando

sean
las
diez.

（
十
時
に
な
っ
た
ら
迎
え

に
き
て
く
だ
さ
い
。）

（
以
上D

iccionario
de
la
lengua

española,R
ealA

cadem
ia
Española

）

条
件
節
の
場
合
も
、
時
間
節
同
様
、
主
節
に
先
行
す
る
こ
と
も
後
続
す
る
こ

と
も
あ
る
。

二
・
二
・
二

ス
ペ
イ
ン
語si

条
件
表
現
の
分
類

ス
ペ
イ
ン
語si

条
件
表
現
の
分
類
に
つ
い
て
は
、M

ontolío

（1999

）

の
以
下
の
分
類
を
参
照
す
る
。
標
準
的
用
法
と
個
別
の
用
法
に
分
け
ら
れ
、

標
準
的
用
法
に
は
、
現
実
的
条
件
文
、
可
能
性
を
表
す
条
件
文
、
非
現
実
的

条
件
文
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
はsi

節
の
時
制
と
法
に
よ
っ
て
分

類
さ
れ
て
い
る
。
表
１
に
用
法
分
類
と
対
応
す
る
用
例
、
日
本
語
訳
を
示

す
。

日
本
語
母
語
話
者
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
語si

条
件
文
の
使
用
と
文
脈
依
存
性

二
七



（
ア
）
現
実
的
条
件
文
は
、

si

節
の
動
詞
が
直
説
法
を
と

り
、
発
話
時
に
お
い
てsi

節
の
事
態
が
実
現
し
て
い

る
、
あ
る
い
は
実
現
で
き
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。si

節
の
時
制
、
主
節

動
詞
の
時
制
・
法
選
択
、
そ

し
て
文
脈
に
よ
り
、
広
範
に

解
釈
さ
れ
る
。（
イ
）
可
能

性
を
表
す
条
件
文
は
、si

節

の
動
詞
が
接
続
法
過
去
を
と

る
も
の
が
規
範
的
と
さ
れ
、

現
実
的
条
件
文
の
場
合
と
は

違
っ
て
、si
節
に
は
未
来
に

お
け
る
実
現
に
た
め
ら
い
が

あ
る
事
態
や
現
実
と
は
明
ら

か
に
異
な
る
事
態
が
想
像
的

に
述
べ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。si

節
に
は
直
説
法
線
過

去
や
直
説
法
過
去
未
来
が
使

用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
ウ
）
非
現
実
的
条
件
文
は
、

si

節
が
現
在
ま
た
は
過
去
に
お
い
て
偽
で
あ
る
よ
う
な
事
態
を
表
す
も
の

で
、
現
在
の
事
態
の
場
合
は
接
続
法
過
去
、
過
去
の
事
態
の
場
合
は
接
続
法

過
去
完
了
が
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
口
語
表
現
で
はsi

節
に
直
説
法
現

在
や
直
説
法
過
去
完
了
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
標
準
的
用
法
の
他
に
、
個
別
的
用
法
と
し
て
、
直
説
法
で
非
現
実

で
あ
る
こ
と
を
表
し
皮
肉
を
暗
示
す
る
用
法
（
エ
）、
主
節
にsi

節
の
発
話

の
理
由
や
弁
明
を
表
す
説
明
的
用
法
（
オ
）、
丁
寧
さ
の
た
め
に
表
さ
れ
る

用
法
（
カ
）、
メ
タ
言
語
的
な
用
法
（
キ
）、
そ
し
て
、si

節
が
主
節
の
発
話

行
為
が
意
味
の
あ
る
も
の
と
な
る
状
況
を
表
す
用
法
（
ク
）（
こ
の
用
法
は

「
疑
似
条
件
文
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
が
あ
る
。
な
お
、M

ontolío

（1999

）
で
は
、
主
節
に
命
令
や
疑
問
が
現
れ
る
場
合
を
特
に
「
帰
結
節
が

非
主
張
で
あ
る
用
法
」
と
し
て
個
別
的
用
法
と
し
て
と
り
あ
げ
る
一
方
で
、

標
準
的
用
法
の
一
つ
で
あ
る
現
実
的
条
件
文
の
一
用
法
と
し
て
も
と
り
あ
げ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
主
節
に
命
令
や
疑
問
が
現
れ
る
場
合
も
現
実
的
条
件

文
に
含
め
る
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
用
法
と
は
別
に
、si

に
は

譲
歩
的
用
法
（
ケ
）
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
語
のsi

条
件
形
式
の
用
法
の
う
ち
、
標
準
的
な
三
用
法
は
、

日
本
語
の
基
本
条
件
形
式
に
よ
っ
て
も
表
さ
れ
る
。
ま
た
、
個
別
的
用
法
と

さ
れ
る
エ
〜
ク
の
用
法
に
つ
い
て
も
、
日
本
語
の
基
本
条
件
形
式
の
い
ず
れ

か
の
形
式
で
表
さ
れ
る
。
ケ
の
譲
歩
的
用
法
は
、
日
本
語
の
条
件
形
式
に
は

対
応
す
る
も
の
が
な
く
、
譲
歩
を
表
す
別
の
形
式
（-tem

o,＝
noni

な
ど
）

に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。

一
方
、
日
本
語
の
基
本
条
件
形
式
の
用
法
の
う
ち
事
実
的
条
件
用
法
は
、

表 1 スペイン語 si 条件表現の用法分類

二
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ス
ペ
イ
ン
語
のsi

に
対
応
す
る
用
法
は
な
い
。
ま
た
、
予
測
的
条
件
用
法

（
Ⅱ
）
に
つ
い
て
は
、si

の
現
実
条
件
用
法
に
対
応
す
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
語

で
は
時
間
節
のcuando

に
よ
っ
て
も
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合

cuando

節
は
接
続
法
現
在
形
を
と
る
。

（
十
二
）駅
に
着
い
た
ら
電
話
し
て
く
れ
。

Llám
am
e
cuando

llegues
a
la
estación.

cuando

に
後
続
す
るllegues
はllegar

（
到
着
す
る
）
の
接
続
法
現
在

形
（
二
人
称
単
数
）
で
あ
る
。

三

調
査
資
料
・
調
査
対
象

三
・
一

調
査
資
料
（
ス
ペ
イ
ン
語
学
習
者
コ
ー
パ
ス
）

日
本
語
母
語
話
者
のsi

条
件
形
式
の
使
用
実
態
を
調
査
す
る
に
あ
た
っ

て
、
本
稿
が
資
料
と
し
た
の
は
、C
orpus

de
aprendices

de
español

（
ス

ペ
イ
ン
語
学
習
者
コ
ー
パ
ス
）（
以
後C

A
ES

）
で
あ
る
。
こ
の
コ
ー
パ
ス

は
ス
ペ
イ
ン
語
を
外
国
語
と
し
て
学
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
（「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
共
通
参
照
枠
に
基
づ
くA

1

レ
ベ
ル
か
らC

1

レ
ベ
ル
」）
の
学
習
者
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
文
章
を
集
め
た
も
の
で
、
こ
の
基
準
はInstituto

C
er-

vantes

（「
ス
ペ
イ
ン
語
の
振
興
と
教
育
ま
た
ス
ペ
イ
ン
と
ス
ペ
イ
ン
語
圏

文
化
普
及
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
政
府
の
公
的
機
関
」（
イ
ン
ス

テ
ィ
ト
ゥ
ト
・
セ
ル
バ
ン
テ
ス
東
京
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
））
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
学
習
者
の
第
一
言
語
は
日
本
語
の
他
に

ド
イ
ツ
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
英

語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
語

が
あ
る
。
こ
の
コ
ー
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
一
一
年
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、
今
回
使
用
す
る
の
は
二
〇
二
二
年
三
月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
最
新
版

（
二
・
一
版
）
で
、
こ
の
版
か
ら
第
一
言
語
を
日
本
語
と
す
る
学
習
者
の
デ

ー
タ
が
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://galvan.usc.es/caes/

）
に
よ
れ
ば
コ
ー
パ

ス
の
総
語
数
は
一
〇
四
五
〇
九
七
語
で
、
諸
外
国
に
あ
るInstituto

C
er-

vantes

の
セ
ン
タ
ー
と
大
学
を
介
し
て
二
〇
一
一
年
十
月
か
ら
二
〇
二
〇
年

十
月
に
か
け
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
が
調
査
し
た
資
料
は
、
第
一
言
語
を
日
本
語
と
す
る
学
習
者
に
よ
る

一
二
三
一
一
七
語
（
記
号
な
ど
も
含
む
）
の
テ
キ
ス
ト
で
、
レ
ベ
ル
別
の
内

訳
は
、
表
２
、
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。（C

A
ES

の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

よ
り
）

三
・
二

調
査
対
象

調
査
対
象
と
し
た
の
はsi

が
単
独
で
条
件
を
表
す
副
詞
節
を
構
成
す
る

複
文
で
あ
る
。si

は
英
語
のif

と
同
様
、
疑
問
を
表
す
名
詞
節
（
間
接
疑

問
節
）
を
構
成
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
用
法
は
対
象
と
し
な
い
。
他

に
、com

o
si

（
比
況
）、incluso

si

（
譲
歩
）
な
ど
、
他
の
形
式
と
結
び
つ

い
て
特
定
の
意
味
を
表
す
よ
う
な
場
合
も
対
象
か
ら
外
し
た
。

検
索
条
件
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。L

1

（
第
一
言
語
）
をjaponés

（
日

本
語
）
に
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
を
区
別
す
る
よ
う
に
設
定
し
た
上
で
、

日
本
語
母
語
話
者
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
語si

条
件
文
の
使
用
と
文
脈
依
存
性

二
九



Elem
.G
ram
aticales

（
文
法
形
式
）
をsi

、Etiqueta

（
品
詞
）
を

conjunción

（
接
続
詞
）
に
指
定
し
た
。
こ
の
条
件
で
検
索
し
た
結
果
、

三
九
五
例
が
抽
出
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
手
作
業
で
、
間
接
疑
問
節
の

si

が
誤
っ
て
入
っ
て
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
か
つ
、
比
況
のcom

o
si

な
ど
を
排
除
し
、
三
五
二
例
が
最
終
的
に
残
っ
た
。

三
・
三

調
査
結
果

三
・
三
・
一

用
法
別

調
査
対
象
の
三
五
二
例
に
つ
い
て
、
二
・
二
・
二
節
に
あ
げ
た
分
類

に
基
づ
き
タ
グ
付
与
を
し
た
結
果
、
標
準
的
用
法
で
あ
る
ア
現
実
条
件

用
法
、
イ
可
能
性
条
件
用
法
、
ウ
非
現
実
条
件
用
法
の
用
例
数
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
二
八
八
例
、
五
六
例
、
二
例
で
、
現
実
条
件
用
法
が
多
数
を

占
め
た
。
一
方
、
個
別
的
用
法
と
し
て
見
ら
れ
た
の
は
丁
寧
さ
を
表
す

用
法
の
み
で
、
六
例
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
を
レ
ベ
ル
別
に
示
し
た
の
が

表
４
で
あ
る
。

現
実
条
件
用
法
の
使
用
頻
度
が
極
め
て
高
く
、
全
レ
ベ
ル
に
わ
た
っ

て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
実
条
件
用
法
はsi

節
の
述

語
が
直
説
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
可
能
性
を
表
す
条
件
用
法
や
非
現
実

条
件
用
法
で
はsi

節
に
接
続
法
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

使
用
が
避
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
し
て
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

個
別
用
法
で
唯
一
見
ら
れ
た
丁
寧
さ
の
た
め
の
用
法
もsi

節
は
直
説

法
で
あ
る
。

表 2 レベル別言語単位数

表 3 レベル別見出し語数

表 4 用法分類とレベル別用例数

三
〇



三
・
三
・
二

現
実
条
件
用
法：

時
制
、
主
節
の
文
類
型

現
実
条
件
用
法
を
詳
し
く
み
る
こ
と
に
す
る
。
現
実
条
件
用
法
のsi

節

に
は
、
直
説
法
現
在
、
直
説
法
線
過
去
、
直
説
法
現
在
完
了
そ
し
て
直
説
法

大
過
去
が
現
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
は
現
実
条
件

用
法
二
八
八
例
の
う
ち
、
現
在
時
制
二
七
八
例
（
九
六
・
五
％
）、
現
在
完

了
時
制
二
例
（
〇
・
七
％
）、
線
過
去
時
制
四
例
（
一
・
四
％
）、
点
過
去
時

制
三
例
（
一
・
〇
％
）
で
、
現
在
時
制
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。現

実
条
件
用
法
の
主
節
の
文
類
型
に
つ
い
て
、
平
叙
文
、
命
令
文
、
疑
問

文
に
分
け
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
命
令
文
が
四
十
四
例
、
疑
問
文
が
二
十
九

例
で
、
現
実
条
件
用
法
二
八
八
例
の
実
に
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
二
・

二
・
二
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、M

ontolío

（1999
）
は
主
節
が
命
令
文
や

疑
問
文
で
あ
る
よ
う
な
例
に
つ
い
て
は
、
標
準
的
用
法
と
は
別
に
扱
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
例
は
標
準
的
用
法
の
中
で
は
や
や
周
辺
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
用
法
が
日
本
語
母
語
話
者
のsi

条
件
文

の
使
用
に
お
い
て
は
決
し
て
周
辺
的
で
は
な
い
と
い
う
点
は
注
目
に
値
す

る
。

三
・
三
・
三

si

節
に
現
れ
る
動
詞

si

条
件
節
に
ど
の
よ
う
な
動
詞
が
現
れ
る
か
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
。
ス

ペ
イ
ン
語
は
、
日
本
語
と
同
様
、
主
語
名
詞
句
が
し
ば
し
ば
省
略
さ
れ
る
た

め
、si

節
の
冒
頭
に
動
詞
が
出
現
す
る
こ
と
が
で
き
、si

条
件
文
全
体
の
例

の
う
ち
、
二
五
二
例
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
先
の
条
件
形
式si

の
検
索
条

件
に
加
え
、
品
詞
をverbo

（
動
詞
）
に
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、si

の
次

に
動
詞
が
現
れ
る
例
を
と
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。si

節
の
冒
頭
に
は
動
詞

以
外
に
も
副
詞
、
限
定
詞
、
前
置
詞
、
代
名
詞
、
名
詞
、
形
容
詞
が
現
れ
る

場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
例
に
現
れ
る
動
詞
は
手
作
業
で
抜
き
出
し
た
。
動

詞
の
異
な
り
語
数
は
六
九
語
、
延
べ
語
数
は
三
八
三
語
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
出
現
頻
度
十
以
上
の
動
詞
は
表
５
に
あ
げ
る
八
語
で
、
全
体
の
七
四
・

二
％
を
占
め
る
。

fum
ar

（
た
ば
こ
を
す
う
）
を
除
く
動
詞
は
動
作
で
は
な
く
状
態
を
表
す

動
詞
で
あ
る
。
日
本
語
母
語
話
者
はsi

節
に
状
態
を
表
す
動
詞
を
使
用
す

る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四

考
察

四
・
一

ス
ペ
イ
ン
語
母
語
話
者
と
の
比
較

本
節
で
は
三
節
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
現
実
条
件
用
法
に
使
用
が
大
き
く
偏
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
こ
の
偏
り
を
ど
う
見
る
か
、
本
稿
で
は
、
試
み
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン

語
母
語
話
者
のsi

節
の
使
用
実
態
と
比
較
す
る
。
国
立
国
語
研
究
所
が
開

発
し
たI-JA

S

（「
多
言
語
母
語
の
日
本
語
学
習
者
横
断
コ
ー
パ
ス
」）
の
よ

う
に
、
同
様
の
基
準
で
収
集
さ
れ
た
母
語
話
者
の
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
比
較
が

容
易
だ
が
、C

A
ES

に
は
母
語
話
者
の
デ
ー
タ
が
な
い
。
そ
こ
で
、
ス
ペ
イ

ン
語
の
大
規
模
コ
ー
パ
スC

orpus
delEspañoldelSiglo

X
X
I

（C
O
R
-

PES
X
X
I

）
で
提
供
さ
れ
て
い
る
ブ
ロ
グ
の
サ
ブ
コ
ー
パ
ス
か
ら
収
集
し
た

si

条
件
文
の
デ
ー
タ
を
手
が
か
り
と
す
る
。

日
本
語
母
語
話
者
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
語si

条
件
文
の
使
用
と
文
脈
依
存
性

三
一



具
体
的
な
分
析
に
入
る
前
に
、
比
較
調
査
対
象
と
す
るC

O
R
PES

X
X
I

に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。
こ
の
コ
ー
パ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
王
立
ア
カ
デ

ミ
ー
（R

ealA
cadem

ia
Española

（R
A
E

））
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
コ
ー
パ
ス
で
、R

A
E

の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
ス
ペ

イ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
赤
道
ギ
ニ
ア
の
文
書
と
口
語
文
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
二
〇
二
一
年
七
月
に
リ
リ
ー
ス
さ

れ
た
〇
・
九
四
版
で
、
三
億
二
七
〇
〇
万
件
以
上
の
文
献
が
収
録
さ
れ
て
お

り
、
文
章
や
口
語
訳
の
正
書
法
は
約
三
億
五
〇
〇
〇
万
通
り
と
な
っ
て
い

る
。
書
籍
、
雑
誌
に
加
え
、
ウ
ェ
ブ
上
の
ブ
ロ
グ
な
ど
の
雑
文
も
サ
ブ
コ
ー

パ
ス
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、C

A
ES

の
学
習
者
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
が
日
常
生
活
に

関
係
す
る
内
容
に
偏
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
ス
ペ
イ
ン
で
二

〇
一
六
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
間
に
ウ
ェ
ブ
上
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ

た
日
常
生
活
に
関
す
る
テ
ー
マ
の
文
章
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
に
し

た
。ス

ペ
イ
ン
語
のsi

の
使
用
実
態
の
概
要
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、si

節
に
現
れ
る
動
詞
の
法
と
時
制
を
手
が
か
り
に
調
査
し
た
。
検
索
条
件
は
、

Lem
a

（
見
出
し
語
）
をsi

、C
lase

de
palabra

（
品
詞
）
をconjunción

（
接
続
詞
）、
従
属
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
サ
ブ
コ
ー
パ
ス
を
指
定
し
た
上

で
、com

o
si

やpor
si

な
ど
の
慣
用
的
表
現
を
排
除
し
、
検
索
し
た
結
果

三
七
一
例
を
得
た
。
こ
の
う
ち
、
述
語
が
動
詞
の
例
は
三
四
八
例
で
あ
る
。

si

節
の
動
詞
が
直
説
法
の
も
の
は
三
二
二
例
、
接
続
法
過
去
の
も
の
は
十

八
例
、
そ
し
て
接
続
法
過
去
完
了
の
も
の
は
三
例
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
必
ず

し
も
現
実
条
件
用
法
、
可
能
性
条
件
用
法
、
非
現
実
条
件
用
法
の
数
字
と
は

限
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、si

節
動
詞
が
直
説
法
で
あ
る
例
が
大
半
で
あ

る
こ
と
（
三
七
一
例
中
三
二
二
例
で
八
六
・
八
％
）
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
語
母

語
話
者
のsi

の
使
用
に
つ
い
て
も
、
現
実
条
件
用
法
に
偏
っ
て
お
り
、
現

実
条
件
用
法
へ
の
偏
り
自
体
は
、
日
本
語
母
語
話
者
に
限
っ
た
特
徴
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

次
に
、
日
本
語
母
語
話
者
の
現
実
条
件
用
法
のsi

節
に
お
い
て
、
直
説

法
現
在
形
の
使
用
へ
の
偏
り
が
あ
る
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
語

母
語
話
者
の
現
実
条
件
用
法
に
お
け
る
動
詞
の
時
制
の
使
用
割
合
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。si

節
の
動
詞
が
直
説
法
現
在
の
場
合
は
二
七
〇
例
（
三
二
二

例
の
八
三
・
九
％
）、
直
説
法
線
過
去
形
の
場
合
は
十
七
例
（
三
二
二
例
の

五
・
三
％
）、
直
説
法
点
過
去
形
の
場
合
は
五
例
（
三
二
二
例
の
一
・
六
％
）

そ
し
て
、
直
説
法
現
在
完
了
の
場
合
は
十
八
例
（
三
二
二
例
の
五
・
六
％
）

で
あ
る
。

直
説
法
現
在
形
に
偏
る
こ
と
は
日
本
語
母
語
話
者
の
場
合
と
変
わ
ら
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
語
母
語
話
者
のsi

節
の
動
詞
に
直
説
法
現
在
形

が
多
い
こ
と
自
体
は
日
本
語
母
語
話
者
に
特
有
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、

直
説
法
現
在
完
了
時
制
の
割
合
に
お
け
る
違
い
は
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
詳
し
く
検
討
す
る
。

ま
ず
、
日
本
語
母
語
話
者
の
直
説
法
現
在
完
了
時
制
の
用
例
は
以
下
の
二

例
の
み
で
あ
る
。
学
習
者
の
書
い
た
文
章
な
の
で
、
誤
用
を
含
む
が
、
そ
の

ま
ま
提
示
す
る
。

三
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（
十
三
）Si

ha
pedido

com
plentam

ente
y
jam
ás
recuperar

lo,
reclam

o
que

m
e
com

pense
todo

elprecio
de
m
iequipaje.

（
も
し
あ
な
た
が
完
全
に
そ
し
て
も
は
や
そ
れ
（
荷
物
）
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
な
ら
、
わ
た
し
の
荷
物
の
す
べ
て
の
代
価

を
補
償
す
る
よ
う
請
求
す
る
。）

（
十
四
）Sihan

recibido
este

correo,llam
en
m
e
a
090-1111-1111.

（
も
し
こ
の
郵
便
物
を
受
け
取
っ
て
い
た
ら
、090-1111-1111

に
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。）

太
字
で
示
し
た
部
分
が
現
在
完
了
時
制
（
助
動
詞haber

＋
過
去
分
詞
）
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
〜
し
た
場
合
は
・
・
・
し
ま
す
」「
〜
し
た
場
合
は
・

・
・
し
て
く
だ
さ
い
」
の
よ
う
な
意
味
で
、si
節
が
「
完
了
し
た
場
合
に
次

に
す
る
行
動
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
ス
ペ
イ
ン
語
母
語
話
者
の
現
在
完
了
の
用
例
は
、
上
記
の
よ
う
な

完
了
し
た
場
合
に
次
に
す
る
行
動
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
の
だ

が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
特
徴
的
な
例
が
見
ら
れ
る
。
表
１
の
オ
説
明
的
用
法

に
分
類
す
べ
き
例
で
あ
る
。

ま
ず
、
日
本
語
母
語
話
者
の
用
例
と
同
じ
タ
イ
プ
の
例
を
あ
げ
る
。

（
十
五
）Por

eso,siaún
no
te
has

suscrito
a
este

blog,¡apúntate
ya!

y
consigue

las
ventajas

para
suscriptores

de
“H
ablando

en
corto”

（
だ
か
ら
、
ま
だ
こ
の
ブ
ロ
グ
を
読
ん
で
い
な
い
な
ら
、
さ
あ
、
登

録
し
て
。
そ
し
て
、「
近
く
で
話
す
」
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の

特
典
を
手
に
入
れ
て
。）

こ
れ
に
類
す
る
例
は
十
八
例
中
十
一
例
で
あ
る
。

次
に
、
日
本
語
母
語
話
者
の
用
例
に
は
な
い
、
説
明
的
な
用
法
の
例
を
あ

げ
る
。

（
十
六
）Me

he
centrado

en
cinco

especias
con

m
ucho

respaldo
cien-

tífico
y
de
fácilacceso,pero

podríam
os
hacer

un
análisis

sim
i-

lar
para

casi
todas

las
especias

o
hierbas

com
unes.

Si
las

he-
m
os
usado

durante
m
ilenios

es
por

algo.

（
こ
こ
で
は
、
科
学
的
な
裏
付
け
が
多
く
、
入
手
し
や
す
い
５
つ
の

ス
パ
イ
ス
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
一
般
的

な
ス
パ
イ
ス
や
ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
同
様
の
分
析
が
可
能
で
す
。
何
千

年
も
使
っ
て
き
た
の
に
は
、
理
由
が
あ
る
の
で
す
。）

（
十
七
）Hoy

he
seleccionado

lo
m
ejor

del
Festival

de
C
ine

de
C
annes

a
m
is
ojos.

N
o
sé
si
tam
bién

a
los

vuestros.
Francam

ente,
en

Francia
y
San

Sebastián
se
encuentran

las
m
ejores

alfom
bras

rojas.
Si
he
titulado

así
el
post

de
hoy,

‘U
na
feria

de
ganado

llam
ada

C
annes’,es

porque
m
e
hace

gracia
la
de
gente

que
se

pasa
por

ahísin
nada

intelectualque
aportar.

（
今
日
は
、
私
の
目
か
ら
見
た
カ
ン
ヌ
映
画
祭
の
ベ
ス
ト
を
選
び
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。
正
直
な

と
こ
ろ
、
最
高
の
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
フ
ラ
ン
ス
と
サ
ン
・
セ
バ

日
本
語
母
語
話
者
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
語si

条
件
文
の
使
用
と
文
脈
依
存
性
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ス
チ
ャ
ン
に
あ
り
ま
す
。
今
日
の
投
稿
の
タ
イ
ト
ル
を
「
カ
ン
ヌ
と

い
う
名
の
家
畜
の
品
評
会
」
と
し
た
の
は
、
知
的
貢
献
を
一
切
せ
ず

に
そ
こ
を
通
る
人
が
滑
稽
だ
か
ら
で
す
。）

こ
の
よ
う
な
説
明
的
用
法
が
七
例
見
ら
れ
た
。

説
明
的
用
法
はM

ontolío

（1999

）
で
個
別
的
用
法
と
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
個
別
的
用
法
に
は
丁
寧
さ
を
表
す
用
法
も
含
ま
れ
、
表
４
に
示
す
よ

う
に
、
日
本
語
母
語
話
者
の
使
用
例
に
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
三
・
三
・
二

節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
主
節
に
命
令
文
や
疑
問
文
が
現
れ
る
、M

ontolío

（1999

）
で
標
準
的
用
法
と
は
別
扱
い
さ
れ
た
も
の
も
七
十
三
例
見
ら
れ
る

こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
標
準
的
用
法
で

な
い
か
ら
と
い
っ
て
日
本
語
母
語
話
者
が
習
得
し
に
く
い
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
四
・
二
節
で
議
論
す
る
。

こ
の
小
節
の
最
後
で
、
日
本
語
母
語
話
者
のsi

節
に
現
れ
る
動
詞
が
状

態
動
詞
に
偏
る
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
母
語
話
者
のsi

節

に
現
れ
る
動
詞
を
出
現
頻
度
順
に
あ
げ
る
と
、tener

（
持
つ
、
三
十
七

例
）、ser

（
で
あ
る
、
三
十
六
例
）、querer

（
ほ
し
い
、
二
十
九
例
）、po-

der

（
で
き
る
、
十
七
例
）、estar

（
で
あ
る
、
十
六
例
）、ir

（
い
く
、
十
二

例
）
と
、
二
桁
の
出
現
数
の
動
詞
はir

を
除
い
て
状
態
性
で
あ
り
、
出
現

頻
度
上
位
の
動
詞
が
状
態
性
に
偏
る
点
は
ス
ペ
イ
ン
語
話
者
の
場
合
も
同
様

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
カ
バ
ー
率
に
は
違
い
が
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
母
語
話
者

の
デ
ー
タ
で
、
出
現
頻
度
が
二
桁
の
動
詞
の
カ
バ
ー
率
は
五
三
・
三
％
に
過

ぎ
ず
、
日
本
語
母
語
話
者
の
場
合
に
く

ら
べ
、
高
頻
度
動
詞
の
カ
バ
ー
率
は
高

く
な
い
。
さ
ら
に
出
現
頻
度
が
五
の
動

詞
にtom

ar

（
と
る
）、hacer

（
す

る
）、
四
の
動
詞
にvenir

（
く
る
）、

三
の
動
詞
にutilizar

（
つ
か
う
）、se-

guir

（
つ
づ
け
る
）
が
ふ
く
ま
れ
る
な

ど
、
非
状
態
性
の
動
詞
の
出
現
割
合
は

決
し
て
低
く
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
異
な
り
語
数
も
八
十
四
例
と
日
本

語
母
語
話
者
よ
り
も
多
様
な
動
詞
が
現

れ
て
お
り
、
日
本
語
母
語
話
者
の
よ
う

に
特
定
の
状
態
性
の
動
詞
に
極
端
に
偏

る
わ
け
で
は
な
い
。

日
本
語
母
語
話
者
の
デ
ー
タ
で
さ
ら

に
注
目
す
べ
き
は
、
主
節
が
命
令
文
や

疑
問
文
の
場
合
、
そ
の
大
半
（
七
十
三

例
の
う
ち
六
十
八
例
）
の
動
詞
が
状
態

性
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
な
お
、

ス
ペ
イ
ン
語
母
語
話
者
の
デ
ー
タ
で

は
、
主
節
が
命
令
文
で
あ
るsi

条
件

文
は
十
六
例
、
疑
問
文
の
例
は
八
例
に

留
ま
っ
て
い
る
。
日
本
語
母
語
話
者
の

表 5 出現度数が 10以上の動詞

三
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デ
ー
タ
に
お
い
て
主
節
が
命
令
文
や
疑
問
文
の
例
が
一
定
数
を
占
め
る
こ
と

と
、si
節
の
述
語
が
特
定
の
状
態
性
の
述
語
に
偏
る
こ
と
は
相
互
に
関
連
し

て
お
り
、
ス
ペ
イ
ン
語
母
語
話
者
に
は
な
い
特
徴
だ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。

四
・
二

説
明
的
用
法
と
文
脈
依
存
性

本
小
節
で
は
、
同
じ
よ
う
に
標
準
的
用
法
か
ら
外
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
語
母
語
話
者
の
使
用
に
丁
寧
さ
を
表
す
用
法
が
見
ら
れ
、
こ
の
用

法
を
習
得
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
説
明
的
用
法
が
見
ら
れ

ず
、
習
得
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
点
に
つ
い
て
そ
の
要
因
を
さ
ぐ
る
。

説
明
的
用
法
の
条
件
節
は
主
節
を
導
く
た
め
の
「
論
拠
」
に
な
っ
て
い

る
。M

ontolío

（1999

）
で
は
、
説
明
的
用
法
は
統
語
的
に
は
「
分
裂
文
」

だ
と
述
べ
て
お
り
、
主
題
│
題
述
構
文
と
類
似
の
構
造
と
捉
え
ら
れ
る
。si

の
よ
う
な
条
件
形
式
に
こ
の
よ
う
な
用
法
が
あ
る
こ
と
は
、
従
来
か
ら
条
件

文
研
究
で
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
条
件
節
と
主
題
が
近
い
関

係
に
あ
る
こ
と
の
根
拠
の
一
つ
に
も
な
る
。

こ
の
よ
う
な
説
明
的
用
法
は
、si

だ
け
に
限
ら
ず
、
日
本
語
の
基
本
条
件

形
式
に
も
あ
る
。
ナ
ラ
節
に
よ
っ
て
表
さ
れ
、
主
節
で
、「
そ
れ
は
」
の
よ

う
な
形
式
で
ナ
ラ
節
の
内
容
を
受
け
、
文
末
の
「
と
い
う
こ
と
だ
」
や
「
の

だ
」
に
よ
っ
て
論
拠
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
明
示
化
さ
れ
る
。

（
十
八
）も
し
、（
い
つ
も
来
な
い
）
太
郎
が
来
た
の
な
ら
、（
そ
れ
は
）
何
か

訳
が
あ
る
（
と
い
う
こ
と
だ
）。

「
太
郎
が
来
た
」
こ
と
と
「
何
か
訳
が
あ
る
」
こ
と
自
体
の
間
に
は
因
果
関

係
は
な
く
、「
太
郎
が
来
た
」
こ
と
に
対
し
、「
何
か
訳
が
あ
る
」
と
判
断
す

る
の
は
、
話
し
手
で
、
そ
の
判
断
は
文
脈
に
依
存
す
る
。

こ
の
よ
う
な
例
と
、
日
本
語
母
語
話
者
の
使
用
例
に
あ
っ
た
（
十
三
）

（
十
四
）
を
比
較
し
て
み
よ
う
。（
十
三
）
の
場
合
、「
荷
物
を
紛
失
し
て
探

し
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
態
の
成
立
が
「
請
求
す
る
」
と

い
う
行
動
の
直
接
の
根
拠
と
し
て
表
さ
れ
て
お
り
、（
十
四
）
で
は
「
郵
便

物
が
届
く
」
と
い
う
事
態
の
成
立
が
「
電
話
す
る
」
と
い
う
行
動
に
直
接
結

び
つ
い
て
お
り
、
特
別
な
文
脈
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
丁
寧
さ
を

表
す
次
の
よ
う
な
使
用
例
に
つ
い
て
も
、
主
節
の
依
頼
を
や
わ
ら
げ
る
働
き

を
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
条
件
節
と
主
節
を
特
別
に
結
び
つ
け
る
文
脈
が
必

要
と
さ
れ
な
い
。

（
十
九
）¿Pódrias

prestar
m
e
lo
sino

te
m
olestaría?

（
さ
し
つ
か
え
な
け
れ
ば
そ
れ
を
私
に
か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
語
母
語
話
者
に
よ
る
説
明
的
用
法
のsi

の
習

得
を
妨
げ
て
い
る
の
は
、
説
明
的
用
法
が
文
脈
依
存
性
が
高
い
と
い
う
点
に

あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
興
味
深
い
の
は
説
明
的
用
法
は
日
本
語
で

は
時
制
の
対
立
を
持
つ
ナ
ラ
形
式
や
ト
ス
レ
バ
形
式
に
よ
っ
て
表
す
こ
と
は

で
き
る
が
、
時
制
の
対
立
の
な
い
他
の
三
形
式
で
は
表
し
に
く
い
と
い
う
点

で
あ
る
。
日
本
語
の
条
件
表
現
の
記
述
的
研
究
で
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の

日
本
語
母
語
話
者
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
語si

条
件
文
の
使
用
と
文
脈
依
存
性

三
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は
、
基
本
四
形
式
の
な
か
で
、
タ
ラ
形
式
の
使
用
頻
度
が
高
く
、
ナ
ラ
形
式

が
低
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
日
本
語
母
語
話
者
がsi

条
件
形
式
を
使
う
際

に
、
タ
ラ
形
式
の
用
法
をsi

で
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

さ
ら
に
、（
十
六
）（
十
七
）
の
日
本
語
訳
の
よ
う
に
、
主
題
形
式
の
「（
〜

の
）
は
」
で
表
現
す
る
ほ
う
が
適
切
な
場
合
も
あ
る
。「
は
」
と
い
う
主
題

を
表
す
専
用
形
式
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
説
明
的
用
法
のsi

の
習
得
の

障
壁
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

五

お
わ
り
に

本
稿
は
、
複
数
の
条
件
形
式
が
あ
る
日
本
語
を
母
語
と
す
る
話
者
が
、
基

本
条
件
形
式
がsi

の
み
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
語
の
条
件
表
現
を
ど
の
よ
う
に

使
用
し
て
い
る
か
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ス
ペ
イ
ン
語
学
習

者
コ
ー
パ
ス
の
日
本
語
母
語
話
者
の
使
用
例
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
日

本
語
母
語
話
者
の
学
習
者
のsi

の
使
用
は
現
実
条
件
用
法
に
大
き
く
偏
り
、

ま
た
、si

節
の
動
詞
の
時
制
は
直
説
法
現
在
の
割
合
が
極
め
て
高
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
一
方
、
同
様
の
傾
向
は
ス
ペ
イ
ン
語
母
語
話
者
に
も
見
ら
れ
る

こ
と
が
ス
ペ
イ
ン
語
大
規
模
コ
ー
パ
ス
の
ブ
ロ
グ
サ
ブ
コ
ー
パ
ス
に
お
け
る

調
査
で
確
認
さ
れ
た
が
、
同
時
に
、si

節
の
直
説
法
現
在
完
了
時
制
の
使
用

頻
度
に
お
い
て
違
い
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

パ
ス
で
得
ら
れ
た
現
在
完
了
時
制
の
例
を
比
較
す
る
と
、
日
本
語
母
語
話
者

の
デ
ー
タ
に
は
見
ら
れ
な
い
説
明
的
用
法
が
ス
ペ
イ
ン
語
母
語
話
者
の
使
用

に
は
見
ら
れ
た
。
こ
の
用
法
は
、
条
件
節
事
態
と
主
節
事
態
の
間
に
何
ら
か

の
因
果
関
係
が
あ
る
よ
う
な
例
と
は
違
っ
て
、
そ
れ
が
発
さ
れ
る
文
脈
に
高

度
に
依
存
す
る
。
日
本
語
母
語
話
者
の
使
用
例
は
、
条
件
節
事
態
が
成
立
し

た
場
合
に
次
に
す
る
行
動
を
述
べ
る
も
の
が
多
く
、
文
脈
へ
の
依
存
性
は
そ

れ
ほ
ど
高
く
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
文
脈
依
存
性
の
高
さ
が
日
本
語
母

語
話
者
のsi

条
件
形
式
に
よ
る
表
現
を
妨
げ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
た
。
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簡
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